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上高地・徳沢へ行く
２００２年春山情報１２号　５／１８

北アルプスは、このところ週末はほとんど天気が悪く、山へ行く気にはなれませんでしたが、ちょうど名古屋行くことになったの
で、その帰りにチャンスがあれば、上高地へと思い計画を立てました。
時間的に平湯での最終バスに間に合うかという日程だったのですが、いつもの郡上八幡から「せせらぎ街道」を通って高山のルート
をとらず、そのまま高速道路を「清見」までのルートを通ったために、余計に時間がかかってしまいました。・・・おかげで「平湯
温泉」では余裕がありませんでした。
みなさん、ここのルートは「高速道路」だからといって、近いとは限りませんよ。・・・・

　◆　今日の日程
　名古屋　13:00　　ー　　郡上八幡　14:30 　　－　清見インター　15:20　ー　　　高山　15:50 　　ー　平湯温泉 17:00　　　ー　
　上高地バスターミナル　17:30　　ー　　明神池　18:10　　ー　　　徳沢園　18:50　　

上高地のバスターミナル・・・ようやく天気が回復してきそうです。・・明日は天気だぞ。
途中、日がさしてきました。かっぱ橋では、山も見え始めました。 

河童端でのスナップ写真です。・・・・さん、メールくだされば４８０万画素の写真を送ります。
夕方なのに、いよいよ明るくなってきたこれからの登山道です。
上高地での宿泊も考えたのですが、・・・ちょっと料金が高いので、予定通り先へ行くことにしました。 
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平湯温泉のターミナルです。駐車場は別なところにあり、無料バスがでています。村営のためとても親切でした。
上高地への最終バスは自分が一人、なんとバス代より有料道路の料金が高い。
途中、の渓谷と大正池です。バスがわざわざ止まってくれました。 

明神池のホテルです。・・・さすがにここまでくると人が少ない。
泊まろうとも思ったのですが、まだまだ日が明るいので、徳沢園まで行くことにしました。
なかなか、このような時間にここを通ることはないので、また違った感覚がしました。
天気がよかったら、景色がいいのだろうなと思いながら、人すら「徳沢園」へ・・・・・

大変に盛り上がった「徳沢園」の夜、食事の時から、いろんな方とこのように出会い・・・・
楽しい楽しいときを過ごしました。・・・・ほとんど宴会モードです。
その後、相部屋でこの通り、夫婦連れのお二人と、オランダのツアーコンダクター・・・・
消灯まで・・・・とても有意義なひと時でした。 
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この季節の登山道の両側は、すべてこの「ニリンソウ」で埋め尽くされています。
やはり、この「ニリンソウ」を見るためにくるというのは、わかる気がします。 

次第に夜がふけてきました。・・・・ようやく「徳沢園」に到着しました。
モダンな感じで、およそ「立山・剣岳」「後立山」の方とは感覚の違う「山小屋」という気がします。 
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